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総
会
の
様
子

　
体
験
型
観
光
の
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
る
全
国
組
織

「
全
国
ほ
ん
も
の
体
験
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
（
藤
澤
安
良
会

長
）
の
第

回
総
会
が
３
月


日
、
奈
良
県
橿
原
市
で
開

か
れ
た
。
全
国
か
ら
約

人

が
参
加
し
た
。

　
訪
日
外
国
人
教
育
旅
行
や

住
宅
宿
泊
事
業
法
（
民
泊
新

法
）
へ
の
対
応
に
つ
い
て
意

見
が
交
わ
さ
れ
た
ほ
か
、
２

０
１
８
年
度
の
第

回
「
全

国
ほ
ん
も
の
体
験
フ
ォ
ー
ラ

ム
ｉ
ｎ
五
島
」
の
開
催
概
要

が
発
表
さ
れ
た
。

　
離
島
初
開
催
と
な
る
長
崎

県
五
島
市
で
開
か
れ
る
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
日
程
は
、
来
年
３

月

～

日
の
３
日
間
。


日
の
全
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
福

江
文
化
会
館
が
メ
イ
ン
会
場

と
な
る
予
定
。

日
に
課
題

別
研
究
分
科
会
を
、

、


日
に
体
験
ツ
ア
ー
を
開
く
。

主
催
は
、
全
国
ほ
ん
も
の
体

験
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
五
島
実

行
委
員
会
（
仮
称
）
。
共
催

は
、
全
国
ほ
ん
も
の
体
験
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
。

　
次
回
の
第

回
全
国
ほ
ん

も
の
体
験
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
総

会
の
開
催
概
要
も
報
告
さ
れ

た
。会
場
は
岩
手
県
久
慈
市
。

総
会
と
併
せ
て
研
修
会
な
ど

も
行
う
。
開
催
日
程
は
、


月

～

日
の
３
日
間
。
、


日
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

研
修
会
、

日
が
総
会
、


日
が
体
験
ツ
ア
ー
と
し
て

「
震
災
学
習
列
車
」
「
サ
ッ

パ
船
ク
ル
ー
ズ
」
を
、
久
慈

市
と
田
野
畑
村
で
行
う
予

定
。
受
け
入
れ
は
久
慈
市
の

ふ
る
さ
と
体
験
学
習
協
会
。

旧
呉
鎮
守
府
庁
舎

呉
海
軍
墓
地

　
教
育
旅
行
の
分
野
で
、
平
和

学
習
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

明
治
期
、
近
代
国
家
を
目
指
し

た
日
本
が
軍
港
と
し
て
整
備

し
、
海
軍
鎮
守
府
を
置
い
た
４

都
市
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
、

広
島
県
呉
市
、京
都
府
舞
鶴
市
、

長
崎
県
佐
世
保
市
は
２
０
１
６

年
４
月
、
「
軍
港
都
市
　
横
須

賀
・
呉
・
佐
世
保
・
舞
鶴
～
日

本
近
代
化
の
躍
動
を
体
感
で
き

る
ま
ち
～
」
と
し
て
文
化
庁
の

日
本
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
　

　
呉
市
で
は
、
戦
後

年
に
あ

た
る
２
０
１
５
年
度
は
、
教
育

旅
行
の
受
け
入
れ
学
校
数
が
前

年
度
比
６
・
１
％
増
の
４
５
０

校
、
同
人
数
が
８
・
７
％
増
の

２
万
５
１
５
７
人
と
増
加
。
２

０
１
６
年
度
は
校
数
が
１
・
６

％
増
の
４
５
７
校
、
人
数
が
３

・
４
％
減
の
２
万
４
２
９
５

人
。

年
前
の
２
０
０
５
年
度

は
１
４
１
校
、
８
６
５
２
人
だ

っ
た
。

　
戦
艦
大
和
の

分
の
１
模
型

や
、
乗
組
員
の
遺
書
な
ど
を
展

示
し
て
い
る
「
大
和
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
（
呉
市
海
事
歴
史
科
学

館
）
」
の
戸

一
成
館
長
は
、

「
日
本
は
、
戦
後
長
い
間
、
戦

争
に
触
れ
な
い
こ
と
が
平
和
教

育
で
あ
る
と
考
え
る
時
代
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
嫌
な
こ
と
、

二
度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
ほ
ど
、
事
実
に
目
を
背
け
る

こ
と
な
く
直
視
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
」
と
述
べ
、
「
『
平
和
を
考

え
る
』
と
は
『
過
去
の
歴
史
を

正
し
く
知
る
こ
と
』
」
と
強
調

す
る
。

　
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
会
館
は

２
０
０
５
年
４
月
。
現
在
で
は

広
島
市
を
訪
れ
る
学
校
の
う
ち

約

％
が
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ま

で
足
を
運
ぶ
。

　
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
内
に
は
、

旧
呉
鎮
守
府
庁
舎
（
現
在
の
海

上
自
衛
隊
呉
地
方
総
監
部
）
や

呉
海
軍
墓
地
、
戦
艦
大
和
が
生

ま
れ
た
旧
呉
海
軍
工
廠
造
船
部

（
現
在
の
ジ
ャ
パ
ン
マ
リ
ン
ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド
呉
事
業
所
大
屋

根
）
な
ど
、
旧
海
軍
と
共
に
歩

ん
で
き
た
日
本
近
現
代
史
が
凝

縮
さ
れ
て
い
る
。
ご
当
地
グ
ル

メ
の
「
呉
海
自
カ
レ
ー
」
「
肉

じ
ゃ
が
」
「
メ
ロ
ン
パ
ン
」
も

訪
れ
る
生
徒
た
ち
に
人
気
だ
。

応
募
し
た
学
生
た
ち
が
作
っ
た
、
「
ブ
ラ
ベ
ル
」
の
旅
行

プ
ラ
ン
企
画
書
（
左
）
と
チ
ラ
シ
（
右
）

７４２人が参加したフォーラム

　
全
国
旅
行
業
協
会（
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
、二
階
俊
博
会
長
）

は
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
国
内
観
光
活
性
化
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
に
合
わ
せ
て
、
「
学
生
が
つ
く
る
着
地
型

旅
行
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
て
い
る
。
開

催
地
の
都
道
府
県
を
楽
し
め
る
着
地
型
旅
行
プ
ラ
ン

が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
お
り
、
前
回
は
「
高
知
県
」
を

舞
台
と
し
た
プ
ラ
ン
を
募
集
し
た
。

ＡＮＴＡの近藤副会長

　
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
は
、
２
月

日

に
高
知
県
高
知
市
で
「
第


回
国
内
観
光
活
性
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
ｉ
ｎ
こ
う
ち
」
を
開
催

し
、
会
場
で
「
学
生
が
つ
く

る
高
知
県
の
着
地
型
旅
行
プ

ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
受
賞

者
を
表
彰
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
若

者
の
発
想
で
斬
新
な
ア
イ
デ

ア
に
富
ん
だ
旅
行
商
品
の
企

画
を
募
集
す
る
も
の
。
前
回

は
四
国
４
県
在
住
の
高
校
生

以
上
で
学
校
に
在
籍
す
る
学

生
を
対
象
に
実
施
し
、

作

品
（

人
）
の
応
募
が
あ
っ

た
。

　
最
優
秀
賞
は
高
知
県
立
須

崎
高
等
学
校
３
年
の
松
岡
茉

理
子
さ
ん
、尾
崎
瑠
花
さ
ん
、

下
元
永
遠
さ
ん
、
井
上
ま
り

も
さ
ん
、
西
森
楓
さ
ん
、
鍋

島
歩
さ
ん
の
共
同
作
品
「
ブ

ラ
ベ
ル
～
手
ぶ
ら
で
須
崎
を

満
喫
し
、
良
縁
祈
願
ツ
ア
ー

～
」
が
選
ば
れ
た
。
優
秀
賞

に
は
、
高
知
市
立
高
知
商
業

高
等
学
校
３
年
の
片
岡
美
月

さ
ん
の
作
品
「
高
知
の
食
が

つ
ま
っ
た
皿
鉢
ツ
ア
ー
！
　

み
ん
な
あ
高
知
で
お
な
か
い

っ
ぱ
い
に
な
ら
ん
か
よ
！
」

と
、
高
知
市
立
高
知
商
業
高

等
学
校
３
年
の
松
田
修
幸
さ

ん
、
北
澤
宏
海
さ
ん
の
作
品

「
高
知
の
自
然
知
っ
ち
ゅ
う

か
え
？
」
の
２
組
が
決
ま
っ

た
。

　
ほ
か
に
特
別
賞
と
し
て
３

組
が
選
定
さ
れ
た
。

　
「
学
生
が
つ
く
る
高
知
県

の
着
地
型
旅
行
プ
ラ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
」
で
入
賞
し
た
プ
ラ

ン
は
ど
ん
な
点
が
評
価
さ
れ

た
の
か
。
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
の
近
藤

幸
二
副
会
長
に
聞
い
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇
　

　
―
―
高
知
県
の
着
地
型
旅

行
プ
ラ
ン
と
し
て
今
回
は


作
品
（

人
）
の
応
募
が
あ

っ
た
。

　
「
高
知
県
は
大
型
の
レ
ジ

ャ
ー
施
設
や
温
泉
街
が
な

い
。
全
作
品
に
共
通
し
て
い

た
の
は
、
お
い
し
い
物
を
食

べ
た
り
自
然
の
中
で
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
た
り
す
る
体
験
型

で
あ
る
と
こ
ろ
。
応
募
資
格

は
高
校
生
以
上
の
学
生
だ

が
、
大
学
生
や
専
門
学
校
生

か
ら
の
応
募
が
な
く
、
す
べ

て
高
校
生
の
作
品
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
本
当
に
ど
れ
も

優
劣
つ
け
が
た
か
っ
た
。
ど

の
作
品
に
も
情
熱
が
感
じ
ら

れ
た
」

　
「
一
つ
残
念
な
こ
と
は
近

年
と
比
べ
て
応
募
が
少
な
か

っ
た
。
こ
れ
は
一
人
で
は
な

く
て
、
チ
ー
ム
で
の
応
募
が

多
か
っ
た
と
い
う
理
由
も
あ

る
。
仲
良
し
の
友
だ
ち
同
士

で
に
ぎ
や
か
に
や
り
な
が
ら

プ
ラ
ン
を
作
っ
て
く
れ
た
の

で
は
な
い
か
」

　
―
―
最
優
秀
賞
は
、
高
知

県
立
須
崎
高
等
学
校
３
年
の

作
品
「
ブ
ラ
ベ
ル
～
手
ぶ
ら

で
須
崎
を
満
喫
し
、
良
縁
祈

願
ツ
ア
ー
～
」
。
評
価
さ
れ

た
ポ
イ
ン
ト
は
。

　
「
全
体
的
に
ま
と
ま
り
が

あ
っ
た
こ
と
と
プ
ロ
顔
負
け

の
ア
イ
デ
ア
が
あ
っ
た
。
旅

行
の
プ
ロ
か
ら
見
て
も
完
成

度
が
高
い
。
地
元
の
人
が
知

っ
て
い
る
、
地
域
で
の
評
価

が
い
い
と
こ
ろ
を
組
み
合
わ

せ
た
と
い
う
感
じ
の
作
品

だ
。
旅
行
業
協
会
の
メ
ン
バ

ー
と
地
元
の
方
々
と
で
審
査

を
す
る
の
だ
が
、
特
に
地
元

の
方
々
は
土
地
勘
が
あ
る
か

ら
『
よ
く
上
手
に
組
ん
だ
』

と
感
心
し
て
い
た
。
体
験
型

だ
か
ら
手
ぶ
ら
で
来
て
ほ
し

い
と
い
う
と
こ
ろ
も
大
き
な

特
徴
だ
」

　
―
―
優
秀
賞
は
２
作
品
。

高
知
市
立
高
知
商
業
高
等
学

校
３
年
の
作
品
「
高
知
の
食

が
つ
ま
っ
た
皿
鉢
ツ
ア
ー
！

　
み
ん
な
あ
高
知
で
お
な
か

い
っ
ぱ
い
に
な
ら
ん
か
よ

！
」
が
選
ば
れ
た
理
由
は
。

　
「
い
ろ
い
ろ
な
地
域
に
名

物
が
あ
る
の
だ
が
、
高
知
と

い
え
ば
皿
鉢
料
理
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
。
皿
鉢
料
理

の
特
徴
は
、
名
物
だ
か
ら
当

然
お
い
し
い
の
だ
が
、
大
き

な
皿
に
ど
ん
と
出
て
く
る
の

で
迫
力
も
あ
る
。
シ
ン
プ
ル

に
皿
鉢
を
前
面
に
出
し
て
い

て
、
食
べ
物
に
関
す
る
ツ
ア

ー
の
中
で
は
こ
れ
が
最
も
良

か
っ
た
」

　
―
―
同
じ
く
高
知
商
業
高

等
学
校
３
年
の
作
品
「
高
知

の
自
然
知
っ
ち
ゅ
う
か
え

？
」も
優
秀
賞
に
入
選
し
た
。

　
「
ま
ず
『
知
っ
ち
ゅ
う
か

え
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
目

が
引
か
れ
た
。
こ
れ
は
方
言

で
『
知
っ
て
い
る
か
』
と
い

う
意
味
。
プ
ラ
ン
内
容
は
、

か
つ
お
の
藁
焼
き
体
験
、
ホ

エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
酒

蔵
見
学
な
ど
が
あ
り
、
全
般

的
に
見
て
高
知
ら
し
い
と
い

う
評
価
だ
っ
た
。
高
知
は
な

か
な
か
飲
ま
せ
上
手
、
飲
み

上
手
だ
か
ら
、
酒
蔵
の
見
学

も
あ
る
」

　
―
―
次
回
の
学
生
が
つ
く

る
着
地
型
旅
行
プ
ラ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
は
、
国
内
旅
行
活
性

化
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
地
で

あ
る
福
島
県
の
ツ
ア
ー
が
テ

ー
マ
に
な
る
。

　
「
福
島
県
は
東
日
本
大
震

災
の
影
響
で
、
観
光
入
込
客

数
が
ま
だ
落
ち
込
ん
で
い

る
。
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
で

福
島
県
を
含
め
た
東
北
全
体

の
復
興
に
協
力
し
た
い
」

　
体
験
型
の
修
学
旅
行
の
拡

大
が
続
い
て
い
る
。
あ
る
専

門
家
に
よ
る
と
、
「
高
校
の

２
校
に
１
校
は
体
験
型
の
修

学
旅
行
を
取
り
入
れ
て
い

る
」
と
見
る
。
そ
の
中
で
、

体
験
型
観
光
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
成
果
を
上
げ
て
い

る
地
域
の
事
例
や
課
題
を
議

論
す
る
第

回
「
全
国
ほ
ん

も
の
体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ

奈
良
・
飛
鳥
」
が
３
月

～


日
の
３
日
間
、
橿
原
市
の

「
奈
良
県
橿
原
文
化
会
館
」を

メ
イ
ン
会
場
に
、明
日
香
村
、

高
取
町
、
桜
井
市
を
加
え
た

４
市
町
村
で
開
か
れ
た
。

　
主
催
は
、
全
国
ほ
ん
も
の

体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
奈
良

・
飛
鳥
実
行
委
員
会
。
共
催

は
全
国
ほ
ん
も
の
体
験
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
。

日
の
全
体
フ

ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
県
内
外
か

ら
受
け
入
れ
家
庭
や
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
、
旅
行
会
社
ら

７
４
２
人
が
参
加
。
期
間
中

は
、
全
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
加

え
、

日
に
課
題
別
研
究
分

科
会
を
、

、

日
に
体
験

ツ
ア
ー
を
催
し
た
。

　
全
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
事

例
発
表
や
記
念
講
演
、
公
開

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
を
開
催
。冒
頭
、実
行
委

員
長
の
森
川
裕
一
明
日
香
村

村
長
ら
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
公
開
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
は
、
「
日

本
の
活
力
と
教
育
は
体
験
交

流
か
ら
」
。
体
験
型
の
教
育

旅
行
に
よ
る
教
育
効
果
と
地

域
経
済
に
与
え
る
影
響
な
ど

を
議
論
し
た
。
年
間
３
万
人

を
受
け
入
れ
て
い
る
長
崎
県

の
ま
つ
う
ら
党
交
流
公
社
副

理
事
長
の
山
下
與
範
氏
は

「
漁
獲
量
の
減
少
や
、
魚
価

の
低
迷
な
ど
で
漁
業
家
庭
の

経
営
は
苦
し
い
が
、
民
泊
受

け
入
れ
で
別
途
、
年
間
百
数

十
万
円
を
受
け
取
る
漁
業
者

も
い
る
。
地
域
活
性
化
に
も

つ
な
が
っ
た
」
な
ど
の
報
告

が
あ
っ
た
。

　

日
に
明
日
香
村
で
開
か

れ
た
第
一
分
科
会
の
テ
ー
マ

は
、
「
農
山
漁
村
生
活
体
験

民
泊
の
推
進
」
。
２
１
０
人

の
聴
講
が
あ
り
、
民
泊
受
け

入
れ
家
庭
の
維
持
、
拡
大
策

な
ど
が
議
論
さ
れ
た
。

　
近
年
、
民
泊
受
け
入
れ
家

庭
の
高
齢
化
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
が
、
「

～

代
の

受
け
入
れ
家
庭
の
発
掘
を
し

て
い
る
」
（
西
河
佳
子
氏
、

滋
賀
県
の
近
江
日
野
交
流
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
）
と
い
っ
た
声

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
全
体
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
も
登
壇
し
た

ま
つ
う
ら
党
交
流
公
社
の
山

下
氏
は
、
「
最
近
、
Ｉ
タ
ー

ン
の

代
家
庭
が
移
住
し
、

民
泊
の
受
け
入
れ
も
行
う
。

Ⅰ
タ
ー
ン
が
来
た
の
は
、
体

験
型
教
育
旅
行
の
受
け
入
れ

事
業
が
注
目
さ
れ
て
い
る
か

ら
」
な
ど
と
述
べ
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ

た
飛
鳥
地
域
は
、明
日
香
法
、

古
都
保
存
法
に
よ
る
開
発
規

制
に
よ
り
守
ら
れ
た
「
原
風

景
」
が
最
大
の
魅
力
。
民
家

ス
テ
イ
や
歴
史
ガ
イ
ド
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
こ
の
原
風
景
が

資
源
と
し
て
生
か
さ
れ
て
い

る
。

　
２
０
１
６
年
度
の
体
験
型

修
学
旅
行
の
受
け
入
れ
実
績

は

団
体
、
５
９
３
４
人
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
多
さ
が
特

徴
で
そ
の
う
ち

団
体
、
２

７
０
５
人
が
海
外
の
教
育
旅

行
受
け
入
れ
だ
。
明
日
香
村

の
森
川
村
長
に
よ
る
と
「
民

泊
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
比
率
は
お
お
よ
そ

％
。

日
本
の
文
化
や
、
昔
な
が
ら

の
日
本
の
暮
ら
し
を
知
り
た

い
、
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ
が
多

い
」
と
指
摘
す
る
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
受
け
入
れ

に
あ
た
っ
た
飛
鳥
ニ
ュ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
協
議
会
事
務
局
統

括
の
下
田
正
寿
氏
は
、
「
各

地
の
担
い
手
の
皆
さ
ま
か
ら

多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
学
び
を
今
後

の
活
動
に
生
か
し
て
い
く
と

と
も
に
、
奈
良
・
飛
鳥
に
お

け
る
『
ほ
ん
も
の
体
験
』
を

も
っ
と
磨
き
上
げ
て
い
く
た

め
、
今
後
も
鋭
意
努
力
し
て

い
く
」
と
話
し
て
い
る
。


